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(iv) ピー ト･ゲラディ法 (Peet･Gradymethod)













































使用した. この原状 lmtflTにはブロス1)ン 200mg
を含有する.



























1) 火 映 爪
印脈の当才コイをチオ机暇ナトt)ウムで以苅分解し
た水iEI水に2ま那'Jql化させてからmいた.
-Y･均体Li 5.5cm ･平均休3E 2.17g









































Insects I pyrethroids I pg,:nDs6:ct'aftere3f望?tit,nvi!vness I pg,tnDs6eOct'aftere2f:fhcefl;:t'yness
Table3. InsecticidalactivityofProthrinandotherPyrethroidsagainsthouseflies
f andgermancockroachesbysettlingmistmethod.















































































































































































0.6% および 0.9% アレス.)ン線香とほぼ同等の
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防 虫 科 学 邦 35 巻-ⅠI
Tablell. Effectivenessofpyrethroidsbyusinganelectricmosquitokileragainst
Cutcxbl'L)rcns♪atlens(Dainipponstrain)inthePeel-Gradychamber.
pyrethroidslmDgo,S画 l｡･ 13･ 16,K2n.0,Ckd205Tn'3'20','16/ 20/ 25/ 32′ 40' 5α 63,JmTuDtOef
0 0 7.0 22.0 49.0 72.0 80.0 87.0 93.0
7.0 16.0 -16.0 68.0 78.0 89.0 97.0 98.0100
97.4
100
00000 3.0 11.0 22.0 43.0









0 0 8.0 26.0 36.0 70.0 90.0 96.09.0
4.0 26.0 44.0 66.0 86.0 92.0100 100 100
0000000 2.0 2.0
0 000002.0 10.0 18.0
Table13. Effectivenessofpyretbroidsbyusinganelectricmosquitokileragainst
CutexJ)ibl'cnsf･altens(Dainipponstrain)andhousefliesinanordinaryroom.







































防 虫 科 学 第 35 巻-ⅠI
Table15. ToxicityofProthrinatldotherpyrethroidstoCyPyinuscarbioLinng.




















































































防 虫 科 学 節 35 巻-ⅠⅠ
Summary



























































American CockroachestoSex and Food
Stimuli. R.McGluskey. C.G.Wright.
R.T.Yamamoto,I.Eton.EnLomot.621465
(1969)
ワモンゴキプ1)の蛾成dlは.雌のEuす性誘引物矧 こ
反応する.まT=にく址きるLLl時間の飢餓に耐えると
いう2つの7.-j故をもっていろ.これら2つの特徴の閑
迎を;TEベるために.食物を与えないと仕訳引物矧 こ対
する皮応がにぶくなったりFn止されろことがあろか,
食物と性.lJ75引物TIを｢卵割こ与えるとどちらに反応する
かにづいて実験を行なった.火映は合成樹脂の節とガ
ラス管を組み合わせて作った olfactometerを用いて
行ない.食餌誘引物質としてバナナのクロロホルム抽
出物を,性誘引物質として雌を飼ったロ紙のエーテル
抽出物を用いた.①空気のみ.㊤バナナ抽出物のみ,
◎ロ紙抽出物のみ.◎′け ナ抽出物とロ紙抽出物の夫
々について3iJrL'Jでの蛾の反応を調べた.
良糊閃飢餓状闇におくと仕訳引物1に対するよりも
允物に対して拙い反応を示すように-巧･えられるが.2
つを別々に与えた火映では.どの時Jmにもどちらに対
しても閉じ相だ反応することがわかった.食物と性誘
引物円を脚 .'iEこ与えた火映では.食物よりも性誘引物
TIの方によくひかれた.
ある種の咽乳動物 (たとえばネズり では食物を与
えないと,性的に活発な雌に対する雄の反応がおさえ
られたり阻止されたりすることが報告されているが,
ワモンゴキプ.)の場合,死ぬまぎわまで性誘引物質に
反応することがわかった. (北村実彬)
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